


学生による取り組み

玉村町公認インスタグラムで
県女生が玉村町の魅力を発信！

学生有志美学美術史学科

デザインマッチング

国文学科　英米文化学科　美学美術史学科

「学校現場でＩＣＴ教育実践」
プロジェクト 佐羽淡斎研究会

国文学科

さばたんさい 美術館でワークショップ
富岡市立美術博物館との連携事業

美学美術史学科 国文学科　英米文化学科　美学美術史学科

近隣中学校での
放課後学習教室支援

群馬県立歴史博物館との
デザインによるコラボレーション

美学美術史学科 美学美術史学科

芸術の現場へ ３
やお８０”映画祭２０１９
学生部門グランプリ受賞

国際コミュニケーション学部

国際ボランティア大賞
全国大会出場

国際コミュニケーション学部

玉村町第二保育所でワークショップ

美学美術史学科

伊勢崎スケートセンター
プロジェクト

美学美術史学科

玉村町国際交流教室
日本語教育ボランティア

全学部

回生電動アシスト自転車を
用いた社会貢献

国際コミュニケーション学部美学美術史学科

道の駅ららん藤岡の
壁画プロジェクト

なるほど！「絹ラボ」

国文学科

世界遺産「富岡製糸場と絹産業遺産群」研究費助成を
受けて、活動しています。その名も「絹ラボ」！私たちの
研究テーマは、「養蚕ことばにおける方言分布の形成過
程と養蚕業の展開」です。養蚕ことばの方言分布地図を
解釈しています。

群馬は多くの埴輪が出土されています。群馬「HANI－
１」グランプリを受賞した「笑う埴輪」は、藤岡で出土さ
れました。敷地内に埴輪コーナーを新設するにあたり、
壁面を彩るデザインの依頼があり、藤岡市の花「藤」「冬
桜」をモチーフに「flowering」が完成しました。開花・隆
盛という意味が込められています。

太陽誘電（株）との共同プロジェクトとして、同社の技術
を搭載した自転車を活用する社会貢献プランの提案 
に取り組みました。学生がアイデアをまとめ、「国際経
済学」の授業でプレゼン発表会を行った後、実際に自
転車を利用しながらプランの改善を進めています。

玉村町の日本語教室で、外国人の技能実習生とお話を
しながら楽しく日本語を教えています。違う国籍を持つ
学習者同士が日本語で会話をしているのを聞いている
とうれしく感じます。彼らの国や文化について知ること
ができると同時に、改めて日本について考えることがで
きる良い機会であると思っています。

既存の価値観を崩す、ちょっと変わったライブイ
ベントを、地域社会と協働して企画・実施してい
ます。2018～19年度は子ども向けの影絵芝居
を制作。オルガン弾き語りの「JON（犬）」、民謡ア
ーティストの「中西レモン」とともに、小学校で上
演しました。

国際コミュニケーション学部生の2人が、大阪府
八尾市で開催されている映画作品コンテスト「や
お80”映画祭2019」において、学生部門グラン
プリを受賞しました。2人で協力して一からシナ
リオを書き、配役を決めて挑んだ作品です。

国際コミュニケーション学部生が、「国際ボランテ
ィア大賞2019」の全国大会に出場しました。全国
大会では石川県上麦口町でボランティア活動を
報告しました。このボランティアを通じて、異文化
が混ざり合うコミュニティでの臨機応変な対応力
が一段と磨かれたそうです。

「絵画４（彩画）」の課題の１つとして12年間、玉
村町第二保育所の年長（５、６歳）を対象に、ワー
クショップを実施しています。学外の違う世代と
の交流は、自己の創作活動や地域との連携にも
つながっています。

11年間、続いているアートプロジェクトです。施設
各所に壁画を制作。また毎年違うテーマのクイズ
企画を絵画ゼミ生が考案。２０２０年度は「雪と氷」
をテーマに切手風ステッカー、エコバックをデザイ
ンし、参加者全員と抽選で当たるプレゼントを実施
しました。

地域の中学校などで運営されている放課後学習
教室に教職を目指す学生が出向き、中学生の自
学自習の支援を行っています。学生たちは中学生
の皆さんの学びを支えながら、教えることの体験
を通じて、「先生への道」を歩んでいます。

「アートマネジメント演習１」の授業では、子どもを対
象とした美術館での教育普及事業の開発と実践を
行っています。２０２０年度は富岡市立美術博物館
との連携事業として、家庭で制作できる工作レシピ
集を考案しました。また、ペーパークラフト等の型紙
も作成し、地元の小学生に配布しました。

江戸中期、日本屈指の富豪であり、同時に日本有
数の詩人とされながら、久しく忘れられた漢詩人、
佐羽淡斎（さばたんさい）の作品の全訳に挑んで
います。かれが生活した桐生の歴史を発掘すると
ともに、東京、横浜、箱根等に残された各地の足跡
も辿っています。

玉村町内の小学校で、先生方のICT（情報通信技
術）機器を用いた授業や操作の補助、授業提案な
どをしています。ICT機器による効率的で効果的
な新しい授業を知ることができるのはもちろん、
先生方の授業づくりや子ども達とのふれあいな
ど学校現場だからこそ学べるものがあります。

玉村町の魅力を学生の目線で発信するインスタグ
ラムアカウント「【群馬県玉村町公認】たまたんと
玉村暮らし」を2020年3月に開設しました。本学学
生の有志メンバーが運営しています。玉村町のマス
コットキャラクターたまたんが町内の様々な場所を
訪れ、イベントやお店の情報を照会する形で、玉村
町の魅力を発信しています。

デザインゼミ生と県内企業とのマッチング事業を
９年前から実施しています。今年度は「サツマイモ
収穫体験宣伝用チラシ」をデザインしました。学生
は、現地へ出向き実際に収穫体験することで、参加
者の気持ちに寄り添いながら企画を進めるこでき
ました。2021年秋頃配布予定。

地域連携の一環として県立歴史博物館から依頼
を受け、３年前から進めているデザインプロジェ
クトです。2020年度は企画展「空からグンマを見
てみよう」のポスター・チラシデザインを行いまし
た。学生らしい優しくわかりやすいデザインに仕
上がりました。

※新型コロナウィルス感染予防のため、活動の一部を自粛している取り組みもあります。


